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た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
、
あ
り
が
と
う



　

矢
祭
町
立
下
関
河
内
小
学
校
は
、
明

治
６
年
に
上
関
河
内
積
善
寺
を
仮
校
舎

に
、
上
関
小
学
校
と
し
て
開
設
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
明
治
９
年
に

下
関
・
上
関
を
１
学
区
と
し
、
下
関
河

内
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
卒
業
生
は
今
年
度
卒
業
生
を
含
め

２
１
７
８
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
関
河
内
小
学
校
は
、
現
在
33
名
の

児
童
が
教
育
目
標
「
夢
に
向
か
っ
て
、

21
世
紀
に
輝
く
子
ど
も
」を
目
指
し
て
、

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
下
関
河
内
小
学
校
も
、
明
治

９
年
９
月
25
日
の
創
立
以
来
平
成
27
年

度
で
創
立
１
４
０
年
、
前
身
の
上
関
小

学
校
か
ら
数
え
る
と
開
設
１
４
３
年
続

い
た
歴
史
を
閉
じ
、
平
成
28
年
３
月
に

閉
校
を
迎
え
ま
す
。
閉
校
に
あ
た
り
、

２
月
20
日
（
土
）
に
は
下
関
河
内
小
学

校
独
自
の
閉
校
記
念
式
典
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
卒
業
生

や
地
域
の
方
、
下
関
河
内
小
学
校
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
の
参
加
を
募
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
の
子
供
た
ち
を
含
め
、
下
関
河
内

小
学
校
の
歴
史
を
紡
い
で
来
ら
れ
た

方
々
の
最
終
章
を
ご
覧
下
さ
い
。

 

明
治　

  

6
年　
　

上
関
河
内
積
善
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
上
関
小
学
校
を
開
設

　
　
　
　
　
　
　

   （
下
関
河
内
小
学
校
の
前
身
）

 　
　
　

  

8
年　
　

消
失
に
よ
り
下
関
に
移
り
下
関
河
内
小
学
校
と
改
称

 　
　
　

  

9
年　
　

下
関
・
上
関
を
１
学
区
と
し
て
下
関
河
内
小
学
校
を
開
設

　
　
　
　
　
　
　

   （
こ
の
と
き
を
創
立
と
す
る
）

 

昭
和　

  

19
年　
　

現
在
の
位
置
に
新
校
舎
４
教
室
完
成

　
　

 　

  

22
年　
　

追
分
家
庭
教
育
所
を
下
関
河
内
小
学
校
追
分
分
校
と
改
称

　
　

 　

  

31
年　
　

創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
校
歌
制
定

　
　
　

   

38
年　
　

町
制
施
行
に
よ
り
、
矢
祭
町
立
下
関
河
内
小
学
校
と
改
称

 　
　
　

  

40
年　
　

校
章
制
定

　
　

 　

  

41
年　
　

校
旗
制
定

　
　
　

   

44
年　
　

屋
内
運
動
場
完
成

　
　
　

   

49
年　
　

追
分
分
校
を
東
舘
小
学
校
の
分
校
と
す
る

　
　
　

   

52
年　
　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
校
舎
を
新
築

　
　
　

  　
　

 　
　

下
関
河
内
小
学
校
落
成
式
挙
行

　
　
　

  　
　

 　
　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
　

 　

 　
　

 　
　

大
垬
分
校
を
廃
す

　
　
　

   

56
年　
　

プ
ー
ル
完
成

　
　
　

   

61
年　
　

校
庭
拡
張
竣
工
祝
賀
式
挙
行

平
成　

   

5
年　
　

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
　
　

   

7
年　
　

校
門
坂
し
だ
れ
桜
命
名
「
佳
老
桜
」

　
　
　

   

15
年　
　

創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
挙
行
（
児
童
主
体
）

　
　
　

   

16
年　
　

平
成
16
年
度
学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　
　

   

24
年　
　

福
島
県
青
少
年
赤
十
字
研
究
推
進
校
と
し
て
研
究
公
開

　
　
　

   

28
年　
　

閉
校
記
念
式
典
挙
行

　
　
　

   

28
年　
　

閉
校 下

関
河
内
⼩
学
校
沿
⾰

　

 

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
、
あ
り
が
と
う

　
　
　

下
関
河
内
小
学
校

地
域
に
愛
さ
れ
、
歴
史
と
伝
統
を
紡
い
で
き
た

た
く
さ
ん
の
思
い
出
た
ち
と
た
く
ま
し
い
心
が
育
つ
場
所

受け継がれるもの

　下関小に赴任しまず驚いた
のは「一輪車」。全校児童が
乗り回している、それも曲芸
のような技を次々に繰り出し
て…。ＰＴＡ会長曰く「下関
の子は、自転車よりも先に一
輪車を覚えます」。一輪車の
伝統は単なる技にあらず、自
分に打ち勝ち粘り強くチャレ
ンジするたくましさ、そして
互いに支え合う優しさです。
この下関小ならではの校風が
矢祭小学校に受け継がれてい
くのです。

安田 良一先生校長 佐藤  剛さんPTA 会長 佐藤 優
ゆ う な

凪さん児童代表

緑の森の小学校

　福島県最南端にある自然豊
かな下関河内小学校。明るく
元気で負けん気は強いが素直
で優しい子供達、協力的で仲
の良い PTA の会員や住民の
方々、そんな地域で愛されシ
ンボル的な存在の下関河内小
学校。来年度からは矢祭小学
校に統合され閉校してしまい
ますが、子供達には今まで
培ってきた伝統を守りプライ
ドを持ちつつ、早く大きく
なった小学校に親しんでほし
いと思います。

下関小の先輩として

　私は、１年生の頃から下関
小の先輩方の姿を見て、マネ
をしながら頑張ってきたの
で、後輩の皆さんにも同じよ
うにマネをしてほしいと思い
ます。また、私達６年生は、
後輩にマネをしてもらえるよ
うな行動を卒業まで見せたい
と思っています。この６年間、
私達は下関小学校と共に歩ん
できました。閉校してしまう
のは寂しいですが、下関小で
の経験を忘れずにこれからも
頑張っていきたいです。
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たくさんの思い出を、ありがとう
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下
関
河
内
小
学
校
校
歌

　
　
　
　
　
　
　

作
詞
・
作
曲　

岡
山　

直

　　

一　

緑
の
森
に
か
こ
ま
れ
て

　
　
　

里
を
見
お
ろ
す
丘
の
上

　
　
　

花
は
ほ
ほ
え
み
鳥
う
た
う

　
　
　

下
関
河
内
小
学
校

　

二　

朝
日
か
が
や
く
佳
老
山

　
　
　

強
く
け
だ
か
い
そ
の
姿

　
　
　

月
か
げ
う
つ
す
滝
川
の

　
　
　

真
澄
の
水
の
清
ら
か
さ

　

三　

希
望
も
え
た
つ
学
び
や
に

　
　
　

み
ん
な
楽
し
く
手
を
つ
な
ぎ

　
　
　

心
す
な
お
に
す
こ
や
か
に

　
　
　

ま
こ
と
の
道
を
進
も
う
よ

１_平成 27年度春季大運動会で

の地域の方々との航空写真　２

_平成 27年度春季大運動会での

一輪車種目　３_平成 27年度田

植え　４_平成 27年度閉校記念

学習発表会「佳老祭」　５_２年

生の授業風景　６_平成 27年度

入学式　７_春の佳老桜と下関

河内小学校校舎

3

76
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Photo: 下関河内小学校校舎

小井戸　昭一さん（89）
昭和１４年度卒業

　下関小学校を今の場所に
建てるためには保健所から
の許可が必要でした。小学
生だった私は当時の校長先
生に、建設予定地に近かっ
た私の家の井戸から水を一
升瓶に汲んで来るように言
われ、当時の保健所がそれ
を検査し、許可が下りたの
で今の場所に建てられたと
いう秘話があります。

尾亦　隼一さん（34）
平成５年度卒業

　私が下関小にいた頃は、
今の子たちのように一輪車
を乗ることはできませんで
した。学校にも数台しか一
輪車がありませんでしたし、
乗れる子も少なかったです。
５年生の息子良

らいむ

心や 2 年生
の娘咲

さくあ

娃は当たり前のよう
に乗れるので、今の下関小
の子たちはすごいなと思い
ます。

吉田　京子さん（64）
昭和３８年度卒業

　私は家が福住だったの
で、通学に４キロの道のり
を歩いて通っていて、雪の
日には高学年の子たちに雪
を掻いてもらいながら通学
していました。帰りが遅い
と、暗い道をイノシシなど
の動物が出てきて襲われな
いか怖がりながら通ってい
ました。学校に通うのに命
がけでしたね。

矢祭町立下関河内小学校閉校記念式典

　明治9年9月25日創立の本校も、平成28年3月末をもっ

て閉校を迎えます。そこで、地域の皆様、卒業生、教職員

OB等、本校にゆかりのある皆様にお集まりいただき、下記

により閉校記念式典を開催いたします。ぜひ、ご来場下さい。

主　催　下関河内小学校閉校記念事業実行委員会
日　時　平成 28 年 2月 20 日（土）
　　　　午前 10 時～午前 11 時 30 分
会　場　下関河内小学校　屋内運動場（体育館）
式次第　開会行事
　　　　第 1幕「下関小の歴史」
　　　　第 2幕「下関小の歳時記」
　　　　第 3幕「合唱」
　　　　閉会行事
＊事前に整理券を配布しています。参加ご希望の
方は下記にお問い合わせ下さい。
問い合わせ　下関河内小学校　☎ 0247-47-2353
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私
は
、
高
校
に
入
学
す
る
時
、「
こ

れ
か
ら
三
年
間
は
部
活
動
を
や
ら
な

い
。
勉
強
に
打
ち
込
む
ん
だ
。」
と

決
心
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
に
夢

が
あ
る
か
ら
で
す
。と
は
言
っ
て
も
、

そ
の
「
夢
」
と
は
、
ま
だ
具
体
的
な

形
に
は
固
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。た
だ
、

将
来
、
何
ら
か
の
形
で
こ
の
町
に
貢

献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

矢
祭
町
は
、
小
さ
な
町
で
す
が
、

全
国
的
に
話
題
に
な
る
よ
う
な
独

自
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
町
で

す
。
私
が
た
び
た
び
利
用
し
て
い
る

「
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
」
も
そ
の

一
つ
で
す
。
以
前
は
、
他
の
市
町
村

に
あ
る
図
書
館
と
の
違
い
が
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
生
の
頃
、
図

書
館
に
あ
る
本
が
全
国
各
地
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
う
い
う
図
書
館
は
全
国
で

も
珍
し
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私

は
、「
町
に
図
書
館
を
」
と
い
う
町

民
の
声
を
実
現
さ
せ
た
ア
イ
デ
ィ
ア

と
実
行
力
に
、
大
き
く
心
を
動
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
つ
の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す

る
時
、
私
は
ま
ず
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
ま
す
。
次
に
、
努
力
す

れ
ば
で
き
そ
う
な
こ
と
を
考
え
ま

す
。
そ
の
過
程
で
、
自
分
に
「
こ
れ

は
無
理
。
で
き
な
い
。」
と
限
界
を

作
っ
て
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
て
い

た
こ
と
も
多
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
今
考
え
る
と
、
も
っ
た

い
な
い
こ
と
を
し
て
い
た
な
と
感
じ

ま
す
。
初
め
か
ら
不
可
能
だ
と
考
え

て
や
め
る
前
に
、
も
っ
と
違
う
方
法

を
考
え
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
。
ま
た
、
自
分
ひ
と
り
の
考

え
と
い
う
の
は
、
と
て
も
狭
い
世
界

で
の
発
想
で
あ
り
、
偏
り
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
時
に
は
、
他
の
人
の

力
を
借
り
る
こ
と
も
大
事
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
は
思

い
つ
か
な
か
っ
た
発
想
や
方
法
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
で
は
不
可
能

だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
で
も
、
で
き

る
可
能
性
を
開
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
が
目
指
す
の
は
、
ま

ず
大
学
進
学
で
す
。
将
来
、
人
の
役

に
立
つ
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
力
を

養
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
学
法
石
川
高
校
の
特
別
進

学
過
程
に
進
み
ま
し
た
。
四
月
か
ら

毎
日
七
校
時
ま
で
授
業
が
あ
っ
た

り
、
春
と
夏
に
は
進
学
合
宿
が
あ
っ

た
り
と
、
本
当
に
勉
強
中
心
の
高
校

生
活
で
す
。
入
学
当
初
は
、
家
に
帰

る
と
ク
タ
ク
タ
で
、
一
週
間
が
と
て

も
長
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
頑

張
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
も
っ
と
先
の
夢
が
あ
る
か

ら
で
す
。
今
は
、
大
学
で
ど
ん
な
こ

と
を
学
ぶ
か
を
考
え
な
が
ら
、
ま
ず

は
勉
強
に
力
を
注
ご
う
と
思
い
ま

す
。
自
分
に
限
界
を
作
ら
ず
、
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
挑
戦
し
よ
う
、
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。

高
校
で
出
会
っ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

は
、同
じ
目
標
を
持
っ
た
人
達
で
す
。

苦
し
さ
や
悩
み
を
共
有
で
き
る
存
在

だ
か
ら
こ
そ
、
励
ま
し
合
っ
た
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と

が
自
然
に
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
三

年
間
、
一
緒
に
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
く
仲
間
と
の
関
係
は
、
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
勉
強
だ

け
で
な
く
、
人
と
関
わ
り
信
頼
関
係

を
築
く
経
験
も
大
事
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
矢
祭
町
で
育
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
町
に
対
し
て
、

「
こ
こ
は
自
然
が
豊
か
で
、
住
む
人

の
人
柄
も
良
い
。
だ
か
ら
私
は
、
将

来
こ
の
矢
祭
町
に
貢
献
し
た
い
。」

と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。
将

来
、
私
が
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
か

は
、
こ
れ
か
ら
の
数
年
余
り
の
間
で

具
体
的
に
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
の

視
野
を
広
げ
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

広
げ
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
き
っ
と
、
こ
こ
へ

帰
っ
て
き
ま
す
。
矢
祭
町
で
自
分
の

夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
。

鈴木　亜美さん
学校法人石川高等学校１年

夢
に
向
か
っ
て

将
来
、
何
ら
か
の
形
で
こ
の
町
に

貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

67
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自
分
の
視
野
を
広
げ
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す



町の資産を公表
平成 26年度バランスシートの概要

　町民の皆さんに町の資産をご理解頂くため、バランスシート及び
行政コスト計算書を作成し、広報で公表しております。2月号でバ
ランスシート、3月号で行政コスト計算書についてお知らせします。

資産総額
14,746 百万円

負債
4,108 百万円

バランスシート作成手法など バランスシートとは
▶このバランスシートは平成２７年３
月３１日現在のものです。
▶昭和４４年度から平成２６年度まで
の数値（決算統計・決算書）を積み上
げて作成しています。
▶対象となる会計は、一般会計となっ
ています。
▶資産の部の有形固定資産について
は、平成２６年度までに整備した学校
や道路、その他の施設の残存価格（現
在の資産価値）となっております。
▶ 有形固定資産の施設については年
月とともに価値が下がりますので減価
償却をしていますが、土地については
減価償却していません。

▶地方債（町の借金）において、どの
ような目的の施設が作られてきたの
か、その価値はいくらか・・・などを
知るためバランスシートが活用されま
す。
▶町が保有する資産・負債などを明ら
かにするものです。
▶町の財政状況を説明するため用いら
れている「地方財政状況調査」や「決
算書」では、その年度の現金の出し入
れや、年度末の保有財産・起債残高な
どしかわかりませんが、バランスシー
トでは町がこれまで整備してきた資産
がどれだけ蓄積されてきたかがわかり
ます。

借方 貸方

資産の部 負債の部
正味資産 計

有形資産 投資等 流動資産 計 固定負債 流動負債

26 年度 11,140 1,138 2,468 14,746 3,811 297 10,638 14,746

25 年度 10,705 1,356 2,500 14,561 3,864 329 10,368 14,561

差 引 435 ▲ 218 ▲ 32 185 ▲ 53 ▲ 32 270 185

正味資産
10,638 百万円＋=

　

有
形
固
定
資
産
は
４
億
３
千
５

百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
26
年
度
に
既
存
施

設
の
減
価
償
却
が
進
ん
だ
一
方
、

統
合
小
学
校
等
新
た
に
資
産
形
成

し
た
額
の
方
が
大
き
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
投
資
等
は
、

基
金
へ
の
積
立
が
減
っ
た
こ
と
に

よ
り
２
億
１
千
８
百
万
円
の
減
と

な
り
ま
す
。
流
動
資
産
等
は
、
減

債
基
金
を
取
り
崩
し
、
繰
上
償
還

を
行
っ
た
た
め
３
千
２
百
万
円
の

減
と
な
り
ま
す
。
公
債
費
比
率
は

年
々
改
善
に
向
か
っ
て
い
ま
す
が

、
今
後
は
、
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園

及
び
統
合
小
学
校
等
の
建
設
事
業

に
係
る
起
債
の
償
還
の
動
向
に
注

意
し
て
い
き
ま
す
。

　

固
定
負
債
の
５
千
３
百
万
円
減

は
、
平
成
26
年
度
末
時
点
で
の
職

員
の
退
職
金
総
額
を
示
す
退
職
給

与
引
当
金
が
、
退
職
者
と
新
規
採

用
の
増
に
よ
り
７
千
２
百
万
円
減

と
な
る
た
め
で
す
。
流
動
負
債

３
千
２
百
万
円
の
減
は
、
償
還
済

起
債
が
増
え
た
た
め
で
す
。
翌
年

度
支
払
期
限
が
到
来
す
る
負
債
に

対
し
て
、
そ
の
返
済
原
資
と
し
て

１
年
以
内
に
現
金
化
で
き
る
資
産

が
存
在
す
る
か
を
判
断
す
る
の
が

流
動
比
率
で
す
が
、
当
町
で
は
流

動
資
産
が
流
動
負
債
を
上
回
っ
て

い
る
た
め
健
全
と
い
え
ま
す
。　

　

正
味
資
産
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
度
ま
で
に
お
こ
な
っ
た
資
産

形
成
に
お
け
る
国
、
県
、
町
の
負

担
を
積
み
上
げ
た
も
の
か
ら
償
却

し
た
分
を
差
し
引
い
た
も
の
で

す
。
平
成
26
年
度
は
２
億
７
千
万

円
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
統

合
小
学
校
等
の
有
形
固
定
資
産
の

増
に
伴
う
も
の
で
、
大
事
な
の
は

負
債
・
正
味
資
産
全
体
に
お
け
る

正
味
資
産
比
率
が
ど
う
な
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
平
成
26
年
度

の
正
味
資
産
比
率
は
前
年
度
よ
り

0.9
ポ
イ
ン
ト
増
の
72
・
１
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
で
は
経
営
の
安
全
性
を
示

す
基
準
と
し
て「
自
己
資
本
比
率
」

が
使
わ
れ
ま
す
が
、
地
方
自
治
体

に
は
資
本
の
考
え
方
が
な
い
た
め

正
味
資
産
が
総
資
産
に
占
め
る
割

合
、「
正
味
資
産
比
率
」
を
使
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
町
の
現
在

の
資
産
を
形
成
す
る
際
に
現
在
ま

で
の
世
代
で
負
担
し
た
も
の
（
正

味
資
産
）
が
多
い
の
か
、
そ
れ
と

も
将
来
に
渡
っ
て
負
担
し
て
い
く

も
の
（
負
債
）
が
多
い
の
か
を
率

で
示
し
た
も
の
で
す
。
本
町
の
正

味
資
産
比
率
は
72
・
１
％
と
な
っ

て
お
り
、
基
準
は
50
％
な
の
で
安

全
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
国
や
県

な
ど
の
有
利
な
財
源
で
形
成
し
た

と
い
え
ま
す
。
更
に
は
負
債
の
中

で
も
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
後
年

度
に
負
担
の
な
い
起
債
（
過
疎
・

辺
地
・
臨
時
財
政
対
策
債
）
が
半

分
以
上
あ
り
、
実
質
的
な
正
味
資

産
比
率
は
80
・
０
％
を
超
え
る
も

の
で
あ
り
企
業
的
に
は
健
全
な
財

政
と
い
え
ま
す
。

有
効
な
財
源
で

適
正
な
財
政

平成 26年度の増減内容　                                                    単位  百万円

１
．
資
産
の
部

２
．
負
債
の
部

３
．
正
味
資
産
の
部
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資産の部

1. 有形固定資産
(1) 総務費　　　　　　　　　　　1,163,336
(2) 民生費　　　　　　　　　　   　656,489
(3) 衛生費　　                                 　　188,584
(4) 労働費　　                                   　　27,759
(5) 農林水産業費　                              1,507,520
(6) 商工費　　　　                              1,393,060
(7) 土木費　　　　                              1,679,119
(8) 消防費　　　　                                 203,170
(9) 教育費　　　　                              4,285,295
(10) その他　　　                                     36,065
　　( うち土地） 　　　　　　　　2,928,691
有形固定資産合計　　　　　                         　 　   11,140,397

2. 投資等
(1) 投資及び出資金　　　　　　　　 43,030
(2) 貸付金　　　　　                               18,000
(3) 基金
　  ①特定目的基金　       1,139,493
　  ②土地開発基金　             99,792
　  
基金計　　　　　　　　                   1,239,285
(4) 退職手当組合積立金　                 -162,651

投資等合計　　　　　　　                                             1,137,664

3. 流動資産
(1) 現金・預金
　  ①財政調整基金           1,774,271
　  ②減債基金　                   290,120
　  ③歳計現金　　               318,260
　  現金・預金計　　                          2,382,651
(2) 未収金
　  ①地方税　                          85,098
　  ②その他　                                     0
未収金計                                                   　85,098

流動資産合計　　　　　                                   　          2,467,749

資産合計                                                            　　　    14,745,810

負債の部

1. 固定負債
(1) 地方債　　　　　　　　　　　3,245,686
(2) 債務負担行為　　　　　　　　　　　   0
(3) 退職給与引当金                             　564,922

固定負債合計                                         　                   3,810,608

2. 流動負債
(1) 翌年度償還予定額　　　　        　297,435
(2) 翌年度繰上充用金　　　　                         0
流動負債合計　　　　　　                           　　　  297,435

負債合計　　　　　　　　　　　　　　　　　4,108,043

正味資産の部

1．国庫支出金　　　　　　　　　1,853,400
2. 都道府県支出金　　　　　　　　 740,095
3. 一般財源等　                               　 8,044,272

正味資産合計　　　　　　　　　　　　　　　10,637,767

負債・正味資産合計　　　　　　　　　　　　14,745,810

平成 26年度矢祭町普通会計バランスシート
平成 27年 3月 31 日現在（単位　千円）

資産では、町民が負担し
てきた税金等、これまで
収入した国庫・県支出金、
町債等の運用形態が明ら
かになります。

有形固定資産には、道路、
土地、建物などの施設整
備に要した費用を目的別
に分類し、減価償却を行
い累計した数値、町の持
つ施設の現在の資産価値
が分かります。

有形固定資産は、資産全
体の 76％を占めていま
す。

財団法人等の諸団体への
出資・出捐金の残高です。

「特定目的基金」は社会
福祉の充実等特定の目的
のために資金を積み立て
る基金です。
それぞれ預金や現物（土
地）で管理・運営されて
います。

流動資産は容易に換金で
きる預金や現金、税金の
未収金などです。

平成 26 年度末の財政調
整基金残高は 17 億円で
す。

これまでに資産取得の財
源として町が借入れた資
金（町債）の未償還残高
から、翌年度償還予定額
を差し引いたものです。

年度末に全職員（一般会
計）が普通退職したと想
定した場合の退職金の所
要額です。
退職手当は実際には退職
手当組合から支払われま
すので町に直接的には支
払義務は生じません。

平成 26 年度末の町債残
高は、3,543,121 千円で
す。
町債残高は、負債全体の
86.2％を占めています。

将来の財政負担を示しま
す。

これまでの資産形成の財
源とした国や県からの負
担金補助金、町民が負担
した税金等で、既に支払
い済で将来に負担のない
お金です。

貸　方借　方 Credit Debit単位　千円 単位　千円

負債では、今後、地方債
等の償還により、町民が
負担していく運用形態が
明らかになります。



１_成人証書・記念品を受ける古張雄大さんと大串笑

伽さん　２_誓いのことばを述べた海野勇人さん　３

_式典後に行われた新成人記念撮影（石井・関岡・内

川）４_成人式受付　５・６_久々の再会を喜ぶ新成

人　７_式典後に行われた新成人記念撮影（東舘・下

関）８_式典中の会場内

　成人を迎えて、大人とし
ての責任感を持っていかな
ければならない年になった
んだなと感じています。今
はまだ学生で、楽しい学生
生活を送っていますが、就
職先も決まり今年の４月か
らは社会人となるので、大
人として恥ずかしくない行
動をし、仕事を一生懸命頑
張りたいと思います。 菊池 和

かずし

史さん

大人としての責任感を持ちたい
　成人したことをきっかけ
に、「自分のための大人買
い」というものをしてみた
いなと思っています。また、
調理師免許を取りたいと考
えています。料理が好きで
すし、自分の将来に役立て
ることができたらと思って
いるので、免許取得のため
に学校に通って頑張りたい
です。 増子 二

ふたば

葉さん

将来のために調理師免許取得を目指す

　新成人となりましたが、
まだまだ実感がありませ
ん。式では中学校卒業以来
の同級生との再会もあり、
中学時代と変わらない人も
いれば、大人っぽくなって
いる人もいて少し驚きまし
た。今後は、今まで育てて
くれた両親の負担を減らし
て、自立していきたいと
思っています。 鈴木 裕

ゆ か

夏さん

両親の負担を減らし、自立したい
　二十歳となり、成人した
ことをうれしく思っていま
す。今後は責任ある行動を
とり、下の世代への見本や
子供達にカッコいいと思わ
れるような大人になりたい
と思います。また、子供の
時にはなかった感情や感性
を大切にし、美術館や世界
遺産を見て回れたらなと
思っています。 松本 好

よしたか

貴さん

子供の頃なかった感性を大事にしたい

１

２

３

７８

４

５

６

平成 28 年矢祭町成人式
　

１
月
10
日
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

を
会
場
に
平
成
28
年
矢
祭
町
成

人
式
が
開
催
さ
れ
、
成
人
を
迎

え
た
69
名
（
男
33
名
、女
36
名
）

が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
古
張
町
長
よ
り
成

人
証
書
・
記
念
品
が
成
人
者
代

表
の
古
張
雄
大
さ
ん
と
大
串
笑

伽
さ
ん
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
古
張
町
長
式
辞
、
片
野

教
育
委
員
長
あ
い
さ
つ
、
菊
池

町
議
会
議
長
祝
辞
に
続
い
て
、

成
人
者
誓
い
の
こ
と
ば
を
海
野

勇
人
さ
ん
が
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
成
人
の
主
張
を
尾
亦
宏
斗

さ
ん
と
菊
池
麻
奈
未
さ
ん
が

堂
々
と
発
表
し
、
式
終
了
後
は

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
、
恩
師
や
友
人
と

の
久
々
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

20years anniversary

あ
ら
た
な
希
望
を
胸
に

69
名
が
大
人
の
仲
間
入
り
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図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
２
月
の
イ
ベ
ン
ト

矢
祭
読
書
の
日
…
２
月
21
日
（
日
）
午
前
９

　

時
〜
正
午

　

第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
ぜ
ひ
お
近
く

　

の
文
庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

山
野
井
金
沢
文
庫
お
は
な
し
会
…
２
月
21
日

　
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
前
11
時

　

山
野
井
金
沢
多
目
的
集
会
所
で
お
は
な
し

　

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
家
読
・
つ
な
が
る
絵
本
】

　

毎
月
テ
ー
マ
ご
と
に
家
読
の
お
す
す
め
の

　

本
を
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
２
月
４
日
の

　

立
春
に
あ
わ
せ
て
「
冬
か
ら
春
へ
」
を
テ
ー

　

マ
に
し
た
絵
本
10
冊
を
紹
介
し
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
の
コ
ー
ナ
ー
】

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
ち
な
み
「
チ
ョ
コ

　

レ
ー
ト
・
お
菓
子
の
本
」
を
展
示
中
で
す
。

今
月
の
休
館
日

　

２
月
８
日
（
月
）、
２
月
15
日
（
月
）、
２

　

月
22
日
（
月
）、
２
月
29
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
☎
４
６

　

‐
４
６
４
６

俳
句　

ふ
き
の
芽
会

　

白
い
息
人
そ
れ
ぞ
れ
に
バ
ス
を
待
つ　

　

あ
ん
ぽ
柿
並
ら
ぶ
小
袋
酒
屋
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

　

久
慈
の
水
た
お
や
か
な
り
し
大お

お
あ
し
た旦

　

元
朝
や
箱
根
路
に
吠
ゆ
山
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

　

元
旦
の
こ
と
な
く
日
暮
る
山
の
端

　

枯
尾
花
車
行
き
交
う
塩
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

　

お
だ
や
か
や
一
月
の
川
氷
な
し

　

地
虫
出
て
抜
け
道
を
よ
く
知
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

ふ
ゆ

　

人
日
の
輪
投
げ
笑
い
も
転
が
り
来

　

息
災
の
香
煙
浴
び
来
初
不
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
た
つ
江

　

ひ
と
刷
け
で
足
り
る
紅
ひ
く
初
鏡

　

七
草
は
無
け
れ
ど
美う

ま

し
粥
す
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

　

子
等
帰
郷
慣
れ
ぬ
手
つ
き
の
晦
日
蕎
麦

　

初
詣
昔
懐な

つ

か
し
桐
の
下
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

幸
子

　

目
瞑つ

む

れ
ば
山
重
な
り
ぬ
去
年
今
年

　

初
夢
や
臑す

ね

よ
り
冷
ゆ
る
紺こ

ん
が
す
り絣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
則

平
成
28
年
矢
祭
町
消
防
団
出
初
式

　

1
月
４
日
（
月
）、
平
成
28

年
矢
祭
町
消
防
団
出
初
式
が
矢

祭
中
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

消
防
団
員
及
び
役
場
消
防
隊

が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
脇
の
バ

イ
パ
ス
か
ら
矢
祭
中
学
校
ま
で

を
行
進
し
、
沿
道
に
訪
れ
た
町

民
に
無
火
災
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
無
火
災
祈
願
の
黙

と
う
、
鈴
木
団
長
式
辞
、
古
張

町
長
挨
拶
に
続
い
て
、
閲
団
と

通
常
点
検
が
実
施
さ
れ
、
そ
の

後
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
表
彰
で
は
、
優
良
分
団
表

彰
が
第
２
分
団
（
佐
川
嘉
紀
分

団
長
）
へ
、
優
良
団
員
表
彰
と

し
て
５
名
の
団
員
（
第
９
班
第

１
班
長
君
島
勝
彦
さ
ん
、
第
15

班
第
１
班
長
金
澤
賢
さ
ん
、
第

１
班
団
員
松
本
伸
一
さ
ん
、
第

17
班
団
員
本
田
幸
雄
さ
ん
、
第

８
班
団
員
檜
山
一
也
さ
ん
）
へ

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職

団
員
へ
の
感
謝
状
、
一
般
人
感

謝
状
も
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
佐
川
第
２
分

団
長
が
謝
辞
を
述
べ
、
式
は
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

入札結果公表

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

平成27年度
KDDIエンジニアリング通信設備工事

平成 28 年
1月 19 日

（12,893,040 円）
12,420,000 円

（株）協和エクシオ東北支店
副支店長　白石　賢

下 石 井 字
入 山 地 内

平 成 28 年 1 月 19 日 ～
平 成 28 年 2 月 29 日　

平成27年度
NTTドコモ通信設備工事

平成 28 年
1月 19 日

（12,076,560 円）
11,912,400 円

（株）ミライト東北支店
支店長　田中　啓行

下 石 井 字
入 山 地 内

平 成 28 年 1 月 19 日 ～
平 成 28 年 2 月 29 日　

平成27年度
ソフトバンク通信設備工事

平成 28 年
1月 19 日

（9,848,520 円）
9,180,000 円

KCCS ﾓﾊﾞｲﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株）
代表取締役　角　秀男

下 石 井 字
入 山 地 内

平 成 28 年 1 月 19 日 ～
平 成 28 年 2 月 29 日　

平成27年度
矢祭町山村開発センター駐車場造成工事

平成 28 年
1月 22 日

（28,450,440 円）
23,198,400 円

佐藤建設(株 )
代表取締役　佐藤正美

小 田 川 字
田 川 地 内

平 成 28 年 1 月 22 日 ～
平 成 28 年 3 月 31 日　

入札結果一覧

　町が発注した、予定価格が 130 万円を超える工事の
入札結果をお知らせいたします。

班 階　級 氏 　 名 勤続年数

１ 第１班長 宗 田 　 浩 一 １２年

1 第２班長 鈴 木 　 俊 行 １３年

2 団　　員 鈴 木 　 　 淳 １９年

2 団　　員 鈴 木 　 　 稔 １８年

3 団　　員 古 市 　 尚 史 １８年

3 団　　員 菊 池 　 裕 二 １５年

5 団　　員 本 田 　 昌 徳 １９年

10 団　　員 松 本 　 好 郎 ２１年

11 団　　員 藤 田 　 幸 司 １８年

15 団　　員 鈴 木 正 一 郎 １４年

15 団　　員 鈴 木 　 克 彦 １４年

17 第２班長 石 井 　 　 昇 １０年

・退職団員感謝状（平成 27年 3月 31日付退職者）

＊勤続 10年以上第２班長以上経験者が対象

氏 　 名 在　住
鈴 木 守 光 中石井
鈴 木 秀 典 中石井
鈴 木 孝 行 棚倉町

・一般人感謝状

通常点検を受ける団員 受賞者代表謝辞を述べる佐川第２分団長

優良団員表彰を受ける団員

1415

農
業
委
員
会
委
員
及
び

推
進
委
員
の
推
薦
、
公
募
受
付
中

　

町
で
は
、
新
た
な
農
業
委
員
候
補
者
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
候
補
者
に
つ
い

て
、
推
薦
、
公
募
を
受
け
付
け
ま
す
。

農
業
委
員
定
数　

11
名

推
進
委
員
定
数　

10
名

推
薦
・
応
募
方
法　

推
薦
、
応
募
を
希
望
す

　

る
方
は
、
該
当
す
る
様
式
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
２
月
28
日
ま
で
に
農
業
委
員

　

会
事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵

　

送
の
場
合
も
期
日
内
に
必
着
と
な
る
よ
う

　

お
願
い
し
ま
す
。
各
推
薦
様
式
等
は
、
町

　

役
場
窓
口
若
し
く
は
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
上
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
取
得
で
き

　

ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
28
年
２
月
１
日
〜
平
成
28

　

年
２
月
28
日

受
付
時
間　

平
日
▼
午
前
７
時
30
分
〜
午
後

　

６
時
45
分
／
土
・
日
・
祝
日
▼
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

そ
の
他　

推
薦
、
応
募
の
状
況
に
つ
い
て
、

　

本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
中
間
公

　

表
（
２
月
15
日
）
と
最
終
公
表
（
２
月
29

　

日
以
降
）
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
委

　

員
と
推
進
委
員
の
両
方
に
エ
ン
ト
リ
ー
す

　

る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
任
命
等
に
際
し

　

て
は
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
４
６
‐
４
５
７
６



　

先
日
、
女
性
の
み
が
参
加
で
き

る
「
結
婚
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
恋
愛

の
悩
み
相
談
会
」
20
名
ほ
ど
の
参

加
者
で
し
た
の
で
全
員
か
ら
悩
み

な
ど
を
聞
き
講
師
が
そ
れ
に
答
え

る
も
の
で
し
た
。出
会
い
が
な
い
、

男
性
か
ら
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か

自
信
が
な
い
、
ふ
ら
れ
た
経
験
か

ら
立
ち
直
れ
な
い
、
な
ど
の
悩
み

は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
男
性
か
ら

多
く
聞
く
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、「
恋
愛
も
結
婚
も
人
さ

ま
ざ
ま
で
良
い
。
相
手
に
求
め
る

も
の
が
大
き
過
ぎ
る
と
う
ま
く
い

か
な
い
。
自
分
を
よ
く
知
り
、
自

分
ら
し
い
恋
愛
が
望
ま
し
い
」
な

ど
講
師
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、恋
愛
や
結
婚
は
面
倒
だ
、

結
婚
す
る
と
自
由
が
な
く
な
る
、

で
も
将
来
を
考
え
る
と
子
ど
も
は

欲
し
い
、
な
ど
は
昨
今
の
女
性
か

ら
よ
く
聞
く
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
正
し
く
こ
の
現
場
で

生
の
声
を
聞
い
た
こ
と
は
驚
き
で

し
た
。

　

確
か
に
結
婚
は
自
分
の
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
場
面
も
多
々
あ
る

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
伴
侶
と
一

緒
に
乗
り
越
え
る
こ
と
も
人
生
だ

と
思
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
こ
と
で
少
し
だ
け
前

に
進
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
分

ら
し
い
恋
愛
に
近
づ
け
る
よ
う

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

京都に旅行に行きたいです。

父と一緒に石材業をしているので、父のような職人
になりたいです。

ペットの猫と遊ぶことです。

自然も豊かですし、静かに落ち着いて暮らせて、住
みやすいところが好きです。

町内に歩道がなくて危ないところがあるので、歩道
を増やしたり、道路を整備してほしいです。

社会人になって出会いが増えたと思います。いろん
な方と出会って自分が成長できたらと思っているの
で、町内で見かけたら声をかけてください。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
父
の
よ
う
な
立
派
な
職
人
に
な
り
た
い

金沢　諒さん

Ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
　
Ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｚ
ａ
ｗ
ａ

かなざわりょう● 22 歳・中石井在住

メッセージ

from結婚支援室（20）

message

次は新海千愛美さん（戸塚）の予定です。
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ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
で
小
学
生
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の

指
導
を
し
て
い
る
下
石
井
在
住
の

加
藤
英
男
さ
ん
。
高
校
で
テ
ニ
ス

部
の
顧
問
を
し
て
お
り
、
退
職
後

矢
祭
の
子
ど
も
た
ち
に
テ
ニ
ス
の

技
術
と
人
間
形
成
を
教
え
た
い
と

指
導
者
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

練
習
は
、
火
・
木
・
金
に
町
体

育
セ
ン
タ
ー
で
16
時
30
分
か
ら
18

時
ま
で
、
土
曜
日
に
は
ふ
れ
あ
い

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
９
時
か
ら
12
時

ま
で
の
週
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。

「
立
ち
上
げ
当
初
は
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
勝
ち

た
い
の
で
練
習
を
増
や
し
、
も
っ

と
厳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う

子
供
た
ち
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、

勝
た
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
指

導
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

そ
の
練
習
を
重
ね
て
、
技
術
も
心

も
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
試
合
で

勝
利
し
、
笑
顔
で
帰
っ
て
き
て
く

れ
る
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
こ
と
だ

と
指
導
す
る
楽
し
さ
も
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
藤
さ
ん
は
練
習
前
に

子
ど
も
た
ち
の
体
調
を
必
ず
聞
く

そ
う
で
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

前
に
ま
ず
健
康
管
理
が
出
来
な
く

て
は
伸
び
る
も
の
も
伸
び
て
こ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
子
供

た
ち
の
健
康
管
理
に
も
気
を
使
い

な
が
ら
日
々
練
習
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
で
き

る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
加
藤
さ
ん
の
教
え
を
胸

に
、
４
年
生
の
ペ
ア
が
２
月
６
日

（
土
）
に
東
北
大
会
へ
、
３
月
に

は
４
・
５
年
生
の
２
ペ
ア
が
東
北

大
会
、全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

東
北
、
全
国
の
舞
台
で
は
、
加
藤

さ
ん
と
子
供
た
ち
が
最
高
の
笑
顔

を
見
せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

　　 「結婚セミナー＆パーティー」
日時　2 月 28 日（日）13:00 ～ 19:30
会場　ユーパル矢祭、舘山ランド
募集人数　男性 20 名　女性 20 名
参加費　男性 3,000 円・女性 2,000 円
☆つつじ染め体験ができます。ご応
募お待ちしています。

詳しくは「結婚支援室」まで
TEL0247-46-4884

●町への要望はありますか？

16

結婚支援室からのお知らせ

町体育センターでの練習中に、子どもたちへ熱のこ
もった指導をする加藤さん。

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で

帰
っ
て
く
る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.23 －

加
藤
英
男
さ
ん

PROFILE
【かとう ひでお】66歳。下石井在住。趣
味はソフトテニス、ゴルフ。モットーは「信
頼と努力」

17



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

人権擁護委員の委嘱を受けたお二人（中央）

　１月１４日（木）、　やまつりこども園で小正月の
「だんごさし」行事が開催されました。幼児教育部
の園児が各教室で赤・黄・緑・白のだんごを丸めて
作り、遊戯室に置かれた大きな瑞の木にだんごをさ
したり飾り付けをして１年間の無病息災を願いまし
た。

荻原選手とスインピアスクールの子どもたち

　１月７日（木）、町役場第 1会議室で人権擁護委
員委嘱状交付式が行われました。昨年９月の定例町
議会で候補者推薦に同意されていた芳賀克已さんと
鈴木義美さんに福島地方法務局白河支局長から委嘱
状が伝達されました。任期は、平成２８年１月１日
から平成３０年１２月３１日までとなります。

だんごを瑞の木にさす園児たち

　１月１０日（日）、　スインピア矢祭で第３回荻原
智子杯水泳大会が開催されました。この大会は、第
６回福島県スイミングスクール対抗水泳競技大会も
兼ねた大会となっており、シドニー五輪２００m. 背
泳ぎ４位入賞の荻原智子さんも訪れ選手を激励しま
した。

人権思想の普及高揚のために
▶人権擁護委員委嘱状交付式

だんごをさして無病息災願う
▶やまつりこども園だんごさし

五輪選手が来町し激励
▶第３回荻原智子杯水泳大会

お礼のことばを述べた代表者３名

保護者の方と一緒にお昼を食べる園児たち

先輩の冥福を祈り合唱する関岡小の児童

　１月２８日（木）、やまつりこども園幼児教育部
保育参観が行われました。園児たちは普段通りの元
気な姿を見せ、保護者の方はそんな園児たちのクラ
スでの活動や感動体育の様子を参観していました。
お昼には普段園児たちが食べている給食を園児たち
と一緒に試食していました。

参加した子どもたちと講師の山崎さん（下段中央）

　１月２４日（日）、矢祭町中央公民館でジュニア
俳句スクール in 矢祭が開催されました。町内の小
学４年生から６年生８名が参加し、講師の山崎祐子
さんから指導を受け、思い思いの句を詠んでいまし
た。今回の作品はもったいない図書館に展示される
ことになっています。

上手な俳句ができました
▶ジュニア俳句スクール in 矢祭

　１月２６日（火）、３４年前の交通事故で亡くな
られた当時関岡小学校１年生の女子児童の冥福を祈
る交通安全祈願式が、関岡字小坂の交通守護観世音
菩薩像前で行われました。式では、関岡小の代表児
童６名が菅野校長と共に焼香・献花を行い、交通安
全を守り、自分の命を大切にすることを誓いました。

園児たちの元気な姿を参観
▶やまつりこども園幼児教育部保育参観

交通事故で亡くなった先輩の冥福祈る
▶関岡小学校交通安全祈願の式

３団体合同閉級式を開催
▶平成２７年度生涯学習合同閉級式

　１月３０日（土）午前９時より、山村開発センター
で平成大学、女性団体連絡協議会、ふるさと探検隊
合同の閉級式が開催されました。式では、各団体の
皆勤・精勤賞が古張金一教育長より授与され、各団
体の代表者がそれぞれお礼の言葉を述べた後閉式と
なりました。
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平成27年度一般会計予算補正状況（専決第10号）

（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,368,530 0 5,368,530

平成27年度工場団地造成事業特別会計予算補正状況（専決第11号）

（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

工 場 団 地 造 成 事 業 4,449 1,999 6,448

平成27年度各会計別予算補正状況（12月第7回定例会）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,372,636 99,193 5,471,829

特
別

会

計

国 民 健 康 保 険 847,773 1,305 849,078

水 道 事 業 281,325 737 282,062

農業集落排水処理事業 30,669 0 30,669

介 護 保 険 569,950 237 570,187

後期高齢者医療保険 130,509 800 131,309

平成27年度一般会計予算補正状況（専決第13号）

（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,368,530 4,106 5,372,636
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　今月号では、成人式の取材をさせていた
だきました。新成人の皆さんは、久々の同
級生との再会の場となったことと思います。
一生涯の中でも地元の同級生が一堂に会す
る機会は、成人式の後はなかなかないと思
いますので、この思い出を大切にしてほし
いと思います。新成人のみなさん成人おめ
でとうございました。　　　　　　　　（海）

　

白
河
税
務
署
で
は
、
申
告
書

の
作
成
及
び
提
出
会
場
を
次
の

場
所
で
開
催
し
ま
す
。
会
場
で

は
、「
手
引
き
」
や
「
パ
ソ
コ

ン
」
を
利
用
し
て
、
ご
自
分
で

申
告
書
な
ど
の
書
類
を
作
成
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
で
、
雑
損
控
除
の
申
告

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
や

雑
損
控
除
の
申
告
が
済
ん
で
い

て
、
平
成
26
年
分
所
得
金
額
か

ら
引
き
き
れ
な
い
損
失
（
繰
越

損
失
）
が
あ
っ
た
方
の
住
宅
や

家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
所
得
税
の
軽
減
等
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
目
の
相
談
と
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人

　

材
育
成
セ
ン
タ
ー
２
階
講
堂

期
間　

２
月
８
日
（
月
）
〜
３

　

月
15
日
（
火
）
ま
で
の
平
日

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ　

白
河
税
務
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
７
１
１
１

　

建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ

り
、
原
則
と
し
て
工
事
部
分
の

床
面
積
が
10
㎡
を
超
え
る
建
築

工
事
を
す
る
場
合
は
「
建
築
工

事
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

不
届
や
虚
偽
の
届
出
を
し
た
場

合
は
、
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
提
出
は
町
役

場
事
業
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
事
業
課

　

事
業
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４

　

５
７
７

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
（
午
前
０
時
）
現
在
で
、
車

検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、「
所

有
者
」
ま
た
は
「
使
用
者
」
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
例
年
、「
所

有
し
て
い
な
い
自
動
車
の
納
税

通
知
書
が
届
い
た
」、「
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。自
動
車
の
登
録
内
容（
移

転
・
変
更
・
抹
消
）
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に

福
島
運
輸
支
局
等
で
手
続
き
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。　

問
い
合
わ
せ　

東
北
運
輸
局
福

　

島
運
輸
支
局
登
録
部
門
（
登

　

録
手
続
き
等
）
☎
０
５
０
‐

　

５
５
４
０
‐
２
０
１
５
／
福

　

島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税

　

部
課
税
課
（
納
税
通
知
書
の

　

送
付
先
変
更
等
）
☎
０
２
４

　

８
‐
２
３
‐
１
５
１
９

講
座
名
称　
「
血
の
つ
な
が
ら

　

な
い
子
ど
も
を
育
て
る
」
〜

　

里
親
入
門
講
座
〜

日
時　

２
月
23
日
（
火
）
午
前

　

10
時
〜
午
前
11
時
30
分

場
所　

郡
山
市
中
央
公
民
館
第

　

３
・
４
講
義
室

対
象
者　

里
親
、
子
ど
も
の
福

　

祉
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

定
員　

30
名

申
込
期
限　

２
月
16
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
中
児
童

　

相
談
所
☎
０
２
４
‐
９
３
５

　

‐
０
６
１
１

　

昨
年
12
月
ま
で
に
、
法
番
号

制
度
に
伴
う
通
知
カ
ー
ド
が
、

世
帯
主
宛
に
郵
送
さ
れ
ま
し

た
。
ま
だ
受
領
さ
れ
て
い
な
い

方
は
受
領
し
て
下
さ
い
。

受
領
期
間　

２
月
１
日
〜
２
月

　

29
日
（
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分
）

受
領
場
所　

町
役
場
窓
口

持
参
物　

印
鑑
、
免
許
証
等

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
町
民
福

　

祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６

　

‐
４
５
７
４

　

福
島
県
で
は
、
山
菜
の
放
射

性
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

を
実
施
し
て
お
り
、
矢
祭
町
で

は
「
こ
し
あ
ぶ
ら
」
及
び
「
野

生
き
の
こ
」
の
出
荷
制
限
が
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
品

目
に
つ
い
て
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

一
、
自
主
検
査
の
結
果
、
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
基
準
値

（
１
０
０
bq
／
kg
）以
下
で
あ
っ

て
も
出
荷
で
き
な
い
。

二
、
加
工
用
原
材
料
と
し
て
使

用
で
き
な
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
南
農
林
事
務

　

所
森
林
林
業
部
林
業
課
☎
０

　

２
４
７
‐
３
３
‐
２
１
２
１

　

林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
で

は
、
国
有
林
野
事
業
を
ご
理
解

い
た
だ
く
と
と
も
に
、ご
意
見
・

ご
要
望
を
把
握
し
、
国
有
林
野

の
管
理
経
営
に
役
立
て
て
い
く

た
め
、「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
条
件　

国
有
林
野
事
業
に

　

関
心
の
あ
る
平
成
28
年
４
月

　

１
日
時
点
で
20
歳
以
上
の
方

　
（
国
会
及
び
地
方
議
会
の
議

　

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
及

　

び
常
勤
の
国
家
公
務
員
は
除

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ６,１６９人 （＋  ４）
男 ３,０４０人 （＋ ３）
女 ３,１２９人 （＋  １）
世　帯 ２,１０１世帯（＋ ３）

　

く
。）

依
頼
期
間　

平
成
28
年
４
月
〜

　

平
成
30
年
３
月

募
集
人
数　

70
名
程
度

問
い
合
わ
せ　

関
東
森
林
管
理

　

局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当
係

　
（
企
画
調
整
課
内
）
☎
０
２
７

　

‐
２
１
０
‐
１
１
５
０

　

介
護
の
事
業
所
を
４
社
招
い

て
、
直
接
担
当
者
と
相
談
や
面

接
が
で
き
る
「
介
護
職
ミ
ニ
面

接
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
仕
事
の
内
容
や
、
や
り
が

い
等
に
つ
い
て
事
業
所
よ
り
説

明
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
介
護

職
に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。（
事
前
の
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

開
催
日　

２
月
19
日
（
金
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

３
時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
地

　

下
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

白
河
職
業
相
談
部
門
☎
０
２

　

４
８
‐
２
４
‐
１
２
５
６　

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

３
月
３
日
（
木
）

時
間　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

場
所　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人

　

材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
税
務
署

　

隣
・
白
河
市
中
田
１
４
０
番

　

地
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
２

　

４
８
‐
２
３
‐
１
７
８
５（
午

　

前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分
、

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

人の動き
1月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
佐川　朱

す い

彩 12/20 智 ・ 陽子 中石井

緑川　偉
い ぶ き

楓 1/9 大輔 ・ 絵里 下石井

星　　旺
お う り

李 1/14 昌綱 ・ 美穂 東　舘

菊池　絆
き ず な

那 1/14 勇夫 ・ 恵久子 関　岡

菊池　柊
し ゅ う じ

志 1/14 勇夫 ・ 恵久子 関　岡

菊池　夢
ゆ め な

菜 1/20 寿勝 ・ 智恵 宝　坂

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
佐川　ゲン 85 純男 12 / 24 大　垬
藤田　正勝 72 やよい 1 / 12 東　舘
小林　壽子 62 豊 1 / 12 関　岡
菊池ミサヲ 94 ヨシイ 1 / 18 内　川
藤井　好一 74 好美 1 / 18 戸　塚
藤田　留治 84 河村保美 1 / 20 内　川
小松さおり 44 貞男 1 / 24 関　岡

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２７年度全国統一防火標語
「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

　これからの季節は空気が大変乾燥し、火災が発生し
やすい時期となりますので、暖房器具や火の取扱いに
は十分注意しましょう。また、冬季には路面凍結によ
る転倒や交通事故、除雪作業中の転落事故など多くの
救急事故が発生しています。外出時や除雪作業時には、
十分注意して事故防止に努めてください。１人１人が
防火意識を高め、火災の無い安心安全な町にしましょ
う。

●町内火災・救急件数
（平成28年1月1日～1月17日）

火災件数　 ０件
救急出動      １６件

消防分署からのお願い

後期高齢者医療保険料▶７期
納期限（口座振替日）▶２月２９日（月）

●今月の納税

2829

白
河
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ 案　

　

内

「
里
親
入
門
講
座
」
を

実
施
し
ま
す

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

募　
　

集

山
菜
及
び
野
生
き
の
こ
の

出
荷
に
つ
い
て

通
知
カ
ー
ド

受
領
の
お
知
ら
せ

相　
　

談

自
動
車
の
移
転
・
抹
消

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

介
護
職
ミ
ニ
面
接

相
談
会

「
建
築
工
事
届
」
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す



　「こんにちは」と元気に出迎えてくれたのは、都丸さんご家族の
次男瑞生くん。お宅にお邪魔すると長男の遥生くんも元気に挨拶を
してくれ、昨年生まれたばかりの結彩ちゃんもお母さんに抱かれて
出てきてくれました。お父さんの順弘さん、お母さんの理紗さんは
３人のお子さんには「元気で素直な子に育ってほしいです」と話し
てくれました。遥生くんと瑞生くんは車が大好きで、出かけた際に
すれ違う車の車種を言いあてられるほどなんだそうです。また、「家
ではお兄ちゃんたちがうるさいくらい元気なので、結彩ちゃんはう
るさいくらいの方が落ち着いていて、車のエンジン音のようにうる
さい音が好きみたいなんです。」と理紗さんは教えてくれました。
そんな３兄妹に順弘さん理紗さんは、優しい眼差しを送ります。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア矢祭2

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　都丸遥
はるき

生くん（４）　瑞
みずき

生くん（２）　結
ゆ い

彩ちゃん
お父さん　順弘さん　　お母さん　理紗さん　　

【小田川在住】

発
行
/矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課

TEL0247
‐46

‐3131FAX0247
‐46

‐3155
H
.P.Add http://w

w
w
.tow

n.yam
atsuri.fukushim

a.jp/

住
所
/〒
963―5192 福

島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
東
舘
字
舘
本
66番

地
E-m
ail soum

u-g@
tow
n.yam

atsuri.fukushim
a.jp

印
刷
/塙
町
本
町
佐
藤
印
刷
所

2
February

2016
広
報

Public 
Relations
Yam

atsuri

住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た
い
や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 3月 31日まで
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日 月 火 水 木 金 土
7 8 9 10 11 12 13

 ●３か月児健康診査
　       塙（13：30～13：40）

●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ

14 15 16 17 18 19 20
●心の健康相談会
　    山開（10：00～16：00）

●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○ふじた循環器科内科クリニック☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

21 22 23 24 25 26 27
●矢祭読書の日 ●運動教室

　スイ（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○金澤医院☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

28 29 3/1 2 3 4 5
●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

● 3歳児健康診査
　山開（13：00～13：15）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

6 7 8 9 10 11 12
●運動教室
　  スイ（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●矢祭中学校卒業式

○東舘診療所☎46-3165 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


